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審 査 結 果 の 要 旨 
 

１.論文の評価 
 申請者は，過去に多くの地域文化資源継承プロジェクトに関わり，「記録」「掘り起こし」「普及」

の３段階プロセスが重要であることを認識していた．そこで，このプロセスに則りながら新たに１１の

プロジェクトに関わり，参与観察を実施し，分析した成果を学位論文としてまとめている． 

 

プロジェクトの報告書だけでなく，実践を通した地域文化資源継承に関する多くの論文を執筆してお

り，各章でそれらを引用しながら学位論文がまとめられている． 

 

結論としては，市民研究者の役割と，記録した文化資源の可視化が重要であると導かれている．さらに

プロジェクトの中心に市民研究者を据えるモデルか，文化資源所有者を据えるモデルがうまく機能する

ことを示したが，これを検証することが今後の課題であるとされた． 

 

市民研究者が具体的にどのような影響を与えているかを説明した上で，市民研究者を育成する具体策や，

そもそも担い手不足をどう補うかについても取り組むべきとの意見があった． 
 
２.審査の経過と結果 
（１）令和５年 6 月 28 日 ５名の審査委員のもと協議され、博士後期課程委員会で学位論文の受理

を決定した。 
（２）令和５年 8 月 21 日 公開論文審査発表会及び最終試験を実施した。 
（３）令和５年 9 月 1 日 博士後期課程委員会で学位授与を可とし、教育研究審議会で承認された。 


